
令和７年度　次世代創出ＰＢＬ推進事業

実施報告書　【学校課題実践校用】

学校番号 28
学校名 富山県立伏木高等学校

　本校は全国的にも珍しい国際交流科単独校であり、国際理解とコミュニケーション能力の向上を中長期ビ
ジョンに掲げ、スクールポリシーやアクションプランにおいても「国際交流活動の推進」を重点課題の１つとし
て掲げ、これまで成果をあげている。
　英語の他に第２外国語（中国語、韓国語、ロシア語のいずれか）を学習し、国際人を目指す本校生徒の大
きな学習の動機となっているのは、海外の方との交流であり、自ら現地で体験する海外語学研修である。国
際情勢が不安定な中で、国際交流が可能な友好校と短期間ではあるが、海外語学研修等の交流学習プロ
グラム（訪問・受入）を実施している。韓国の友好校が本校を訪れた時には、全校生徒が海外の高校生徒と
の交流を行い、ホスト役の生徒は大きな刺激を受けた。また本校の英語学習活動の特色であるSET(Short
English Time)プログラムを生徒の英語でのコミュニケーション能力向上を目指して、より効果的な学習プログ
ラムへと昇華させたい。
　これらの取組をとおして身につけた国際感覚やコミュニケーション能力を地域に還元し、地域の魅力をさら
に発信する取組を通して、地域貢献や地域交流の推進に取り組みたい。

国際交流および地域連携を通したグローバル社会における課題解決能力の育成

中長期ビジョンの実現や課題解決のため、テーマに基づいて以下の活動に取り組んだ。
１　語学力およびコミュニケーション能力の向上
２　環日本海諸国（中国、韓国、ロシア）の高校生との相互交流等による国際理解教育
３　現地訪問できない友好校とのオンライン交流等の継続
４　地域の関係団体などと連携した諸活動

１　英語力向上をめざす効果的なSETプログラムの検討
２　友好校（韓国）との交流活動（訪問団受入、ホームステイ受入）
３　友好校（韓国、台湾）での海外語学研修、および国内研修旅行（国内のロシアに関する施設を訪問）
　　における交流活動
４　高校生目線による英語版伏木地域の推しスポットリーフレットの制作と配布
５　地域交流活動（書道パフォーマンス、琴演奏、クルーズ船歓迎ボランティアなど）

・英語力向上のためのSETプログラムの推進と充実を図り、コミュニケーション能力の伸長が見られた。
・海外・国内研修旅行における交流活動により、多様な文化や価値観を体験することができた。
・国際交流科として、伏木地域の幼保・小・中学校等との語学の魅力を共有することができた。
・伏木地域の観光資源（フォトスポット）を紹介する英語版リーフレットを制作し、海外からの観光客に地
　域の魅力を発信した。
・地域のイベントや行事に積極的に参加したり、年間を通じて地域の諸団体と連携してボランティア活動
　を行ったりして、地域の活性化を図った。

１学年・４５名　　２学年・５１名　　３学年・７８名

4月
・年間を通じたSET（Short English Time）プログラム（英語等のフレーズ学習）の実施
・伏木地区歴史探訪
・伏木観光まつり　書道パフォーマンス

5月 ・年間を通じた地域神社での清掃等ボランティア活動
6月 ・国泰寺にて琴演奏の奉納

7月
・職業人講話（講師６名）
・韓国友好校訪問団の受入れ

8月
・伏木港まつり町流し踊り
・地域産業発見探訪

9月
・射水神社式年大祭　書道パフォーマンス
・クルーズ船歓迎ボランティア

10月 ・地域の推しスポットを紹介する英語版リーフレット制作・配布

11月 ・新高岡市２０周年記念式　書道パフォーマンス

12月
・海外文化講演（講師　コソボ共和国大使）
・地域（伏木地区）の幼保との交流（英語による交流）
・海外語学研修（韓国・台湾）

1月
2月

3月
・国内語学研修（ロシア語選択者）
・地域（伏木地区）の幼保との交流（英語による交流）
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